
別記
第 1号様式 (第11条、第13条、第14条関係)

事 業 者 排 出 量 削 減 計 画 書
に あ

・変 更)

付 代 表取締役社長 荒 川 徹
　
．0 7 5  -  3

中京区壬生松原町 51-1

特定事葵者 の

主たる業種
京黒紋付染の染色 ・整理、着物の仕立て業

該当する事業

者要件
却 暖化対策条例施行規則第10条第1号該当事業者 (大規模エネルギ

ー使用事業者 (原油に換

算して1,500キロリットル以上))

鮮
宿茶質常灘 師 編審殷曇ジ接籍野

は第3号該当事業者 く大規模運送事業者 (トラック又
50両以上)

「璽警瞑螢醸罷際紫譜霞奎母客行濡科爆あ品合争
4号該当事業者(その他の温室効果ガスの大規模排出事

計 画 期 間 平成 18年 4 月 平成 20 年 3 月

基 本 方 針 KESス テップス 及び京都府中小企業地球温暖化対策応援事業費補助事業の補助対象事業である蒸気ボ

イラの燃料転換によって温室効果ガス排出量の継続的削減を目指す

推 進 体 制 に従って、排出量の定量化と削減の実施を行う

年度ことの具
体的な取紅及
び措置

年 度 設備、対象、工程等 計 画 内 容

蒸気ボイラ A重 油策をポイラから天然ガス交きポイラヘの転奥により、ポイラ燃料のC02排出原単位を30“抵渡する

温室効果ガス
の排出量等 排出区分

基準午反 (実績'

(17)年 度
〈二酸化炭素換算 (t))

日穏年度 (計画'
(19)年 度

(二酸化炭素換算 (t))
呼調
∽

日

く

A事 業所等排出区分 350 200 t 266 341 t -239 %

B輸 送車両排出区分 t t %

cそ の他排出区分 t t %

排出合計 Ⅲ1               350 200 t ■2             266 341 t -239 %

その他の地球
温暖化対策に
よる温室効果
ガスの削減量
等

対策等の区分
目標年度 (計画)

等 (二酸化炭素換算 (t

森林の保全及び整備 (圏驚面積) (吸収畳) t

府内産の木材の利用 (利用重) In3 (削減畳) t

自然エネルギーを利用した電
力又は熱の供給

(売電重) kwh く削減畳) t

(熱供給重) CJ く削減畳) t

グリーン電力の購入 (購入重) kwh (削減畳) t

削減量等合計 S t

差引排出量

(排出合計―削減等合計)

基準年度 (実績) 目標年度 (計画) 削減率 (計画)

キ1               350 200 t ●2)―(43〉        266.341   t -239 %

特 記 事 務

担  当   部   署

担 当 者 氏 名

住 所

電 話 番 号

フ ァ ク シ ミ リ番 号

注 1該 当するE3には、レ印を記入してください。特定事業者以外で自主参力Eされる事業者の方は、レ印の記入は不要です。

「基準年度」とは計画期間の前年度を、 「目標年度」とは計画期間の最終年度をいいます。

「事業所尊排出区分」とは、京都府内の事業所等の事業活動のためのエネルギ
ーの使用に伴い発生する温室効果ガスを、 「ta送車両排出区分Jと

は、自動車運送事業者については使用の本拠の位置を京都府内とする車両の排出する温室効果ガスを、鉄道事業者については保有する貨物車両又

は旅客車両の排出する温室効果ガスを、 「その他排出区分Jと は、上記以外の京都府内における事業所等の事業活動にやい発生する温室効果ガス

をいいます。
4「 特記事項jに は、平成2年度 (1990年 度)を 基準とした排出畳の対比やエネルギ

ー原単位C02排 出畳、省エネ製品開発などrdtの温室効果

ガス排出削減への貢献、グリーン調達の採用 特 定フロンなどの条例指定外の温宣効果ガスの削減などを記入してください。


